
館山の海を日本
―にしてヽ未来の子ども達に渡そう!

～館山「川と海』再生プロジェクト～

館山の川と海をきれいにする活動

にご協力いただける方を募集しています
【ボランティア会員の皆さんにお願いしたいこと】

★毎週 土曜日もしくlま日曜日の午前8時から9時30分ごろまでの間、

①「汐入川流域」もしくは②「どんどん川」。「宇田川」流域でEM活
性液の放流ならびに次週放流のための準備をしていただきます。

男女年齢不間の簡単な作業です。

※都合の良い日だけでも結構です。

川と海の浄化活動を継続していくためには、 EM資材費等の経常的な活動資金
が必要となります。現在、館山市からの補助金や会員の会費、寄附金等を資金

として活動していますが、浄化活動の範囲の広がりに伴い、より多くの皆様の

ご協力が不可欠となつています。何卒、活動趣旨をご理解の上、ご支援いただ

きますようよろしくお願い申し上げます。

※ この リントし 郵 はFAXして下 =しヽ■。

【振込先】 館山信用金庫 那古船形支店 普通 109
千葉銀行   那古船形支店 普通 314

910 安房の海を守り育む会
226 安房の海を守り育む会
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NPO法人 安房の海を守り育む会 理事長 福原 ―
〒294-0057 館山市川名656 TEL 0470-20-5022 FAX 0470…27-2464

該当する番号に○を付けてください

1.会員になつて水質)割ヒ活動に参加する (ボランティア会員) 年会費 1,000円

2.年会費 (1□ 5,000円 何□でも可)を支払つて賛助会員になる □ 円

円3.一時金による寄附を行い、資金援助をする

4.八幡海岸に設置の看板に広告を掲載する(1区画 3万円から)

3万円。10万円・20万円・30万円超 (金額に○をお願いします)
万円

日申 込 令和  年  月 日

(法人の場合はご担当者名
お 名 前

ご住所 。電話 住所
目雪
=軍日35白
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有用微生物群 (EM)を放流 してきた汐入川、 どん どん川、宇田川で

は、堆積 していた汚泥や悪臭が減少 しました。川には小さな生物

が増え、様々な鳥も飛来 しています。上流部の正木岡地域の水路

ではシジミやモクズ蟹、笹エビ、ヨシノボ リなど絶滅 したかと思

われていた魚介類も復活 しました。また、浄化 した水が流れ込む

那古海岸や北条海岸では、平成 16年夏に絶滅危惧種ナミノコガイ

が 30年ぶ りに復活 し、サルボウガイ (ア カガイの仲間)が 40年ぶ り

に発見されました。

「安房の海を守り育む会」の活動
安房の海を守り育む会は「ふるさとに きれいで ゆたかな

川と海を」を合言葉に、平成14年から活動を始め、以来、

17年間毎週末に活動を継続してきました。有用微生物 (EM)

の力で川を浄化し、音のようなきれいで豊かな海にしよう

という活動です。

様々な鳥が飛来

ナミノコガイ

サルボウガイ

NPO法人 安房の海を守り育む会
〒294■0057館山市川名656 TEL 0470-20-5022

FAX 0470-27-2464
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活動の成 果
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